
21： 晩期合併症と QOL 

 

1. WG メンバーリスト 

氏名 所属 診療科 

責任者 

藤井 伸治 
岡山大学病院 輸血部 

熱田 由子 日本造血細胞移植データセンター  

飯田 美奈子 愛知医科大学 造血細胞移植振興寄附講座 

石川 隆之 神戸市立医療センター中央市民病院 血液内科 

磯山 恵一 昭和大学藤が丘病院 小児科 

稲本 賢弘 藤田医科大学 造血細胞移植・細胞療法学 

井上 雅美 大阪母子医療センター 血液・腫瘍科 

大島 久美 聖マリアンナ医科大学病院 血液内科 

岡本 真一郎 慶應義塾大学病院 血液内科 

黒澤 彩子 伊那中央病院 腫瘍内科 

河野 彰夫 愛知県厚生農業協同組合連合会 江南厚生病院 血液・腫瘍内科 

酒井 リカ （独）神奈川県立病院機構 神奈川県立がんセンター 血液・腫瘍内科 

塩原 正明 しおはら小児科・皮膚科クリニック  

谷口 修一 国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 血液科 

田渕 健 一般社団法人 日本造血細胞移植データセンター 統括管理部 

藤澤 信 
公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センタ

ー 
血液内科 

増田 昌人 琉球大学病院がんセンター  

森 有紀 国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 
輸血細胞治療部・造血細胞移植後

長期フォローアップセンター 

山下 卓也 聖路加国際病院 血液内科 

石田 也寸志 愛媛県立中央病院 小児科 

瀬戸 愛花 東京衛生病院 内科 

初見 菜穂子 群馬県済生会前橋病院 血液内科 

早川 晶 淀川キリスト教病院 緩和医療内科 

佐藤 篤 宮城県立こども病院 血液腫瘍科 

西森 久和 岡山大学病院 血液・腫瘍内科 

豊崎 誠子 東海大学医学部内科学系 血液腫瘍内科 

山崎 聡 九州大学病院別府病院 内科 

宮村 耕一 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 血液内科 

清谷 知賀子 国立成育医療研究センター 小児がんセンター 

多々良 礼音 新小山市民病院 血液内科 

松川 敏大 北海道大学病院 血液内科 

吉岡 聡 神戸市立医療センター中央市民病院 血液内科 

多田 雄真 
地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪国際がん

センター 
血液内科 



久野 雅智 大阪公立大学医学部附属病院 血液内科・造血細胞移植科 

大引 真理恵 名古屋大学大学院 医学系研究科 

加藤 せい子 東京大学医科学研究所附属病院 血液腫瘍内科 

末延 聡一 大分大学医学部 
大分こども急性救急疾患学部門医

療・研究事業（小児科） 

日野 裕太郎 千葉大学真菌医学研究センター 臨床感染症分野 

鍬塚 八千代 名古屋大学医学部附属病院 
先端医療開発部 クリニカルデータ

品質管理部門 

福田 隆浩 国立がん研究センター中央病院 造血幹細胞移植科 

太田 健 青森県立中央病院 血液内科 

佐藤 貴彦 名古屋大学大学院医学系研究科 血液・腫瘍内科 

高地 貴行 
地方独立行政法人 静岡県立病院機構 静岡県立こど

も病院 
血液腫瘍科 

中村 文乃 愛知医科大学病院 血液内科 

新島 瞳 自治医科大学附属病院 無菌治療部／小児科 

西川 英里 国立成育医療研究センター 総合診療部緩和ケア科 

蘆澤 正弘 自治医科大学 内科学講座血液学部門 

萩原 真紀 横浜市立大学附属病院 血液・リウマチ・感染症内科 

藤森 健太郎 国立成育医療研究センター 免疫科 

荒 隆英 北海道大学病院 血液内科 

大嶋 宏一 埼玉県立小児医療センター 血液・腫瘍科 

岡田 耕平 札幌北楡病院 血液内科 

小原 史也 安城更生病院 血液・腫瘍内科 

松木 絵里 慶應義塾大学病院 血液内科 

仲子 聡一郎 大阪公立大学医学部附属病院 血液内科・造血細胞移植科 

薬師神 公和 神戸大学医学部附属病院 腫瘍・血液内科 

木元 弥生 
独立行政法人地域医療機能推進機構 京都鞍馬口医

療センター 
血液内科 

藤下 惠悟 
地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪国際が

んセンター 
血液内科 

藤井 高幸 慶應義塾大学病院 血液内科 

 

2. 会議開催記録（2023年 1月-12月） 

 

3. メーリングリストによる意見交換 （メーリングリスト開設から 2023年 12月末時点まで） 

（ 958 ）回 

日時 場所 会議内容 

2023.2.12 ウェブ開催 

小児 TRUMP フォローアップ項目に関する進捗 

新規研究の提案 1件 

二次調査研究進捗の報告 

   



 

 

4. WGの今後の活動方針・抱負など 

造血幹細胞移植後の長期生存者の増加に伴い、晩期合併症への対応の重要性はますます増しています。引き続

き、移植患者さんの QOLの向上に貢献する活動を継続して参ります。 

 


